
  1/8 

海洋アライアンス：震災復興調査 

 

2011年 10月 3日 

主提案者  黒倉 壽 

 

課題名：東北地方太平洋沖地震・津波による水産業及び造船業の被災状況に関する聞き取り調査 

 

調査期間：2011年 4月 10日（日）～4月 13日（水） 

調査場所：宿泊地の宮城郡松島町「ホテル松島大観荘」を拠点に，塩竃，仙台市内，石巻市，およ
び気仙沼市 

 

主提案者名・所属：黒倉 壽・農学生命科学研究科 

共同提案者名・所属： 

      浦  環・生産技術研究所（海洋アライアンス機構長） 

      村山英晶・工学系研究科 

      青山和浩・工学系研究科 

      青山 潤・大気海洋研究所 

      坂巻 隆・生産技術研究所 

      野村英明・大気海洋研究所 

 

1．研究の背景 

 2011 年 3 月 11 日に発生した三陸沖を震源と
する東北地方太平洋沖地震は，マグニチュード
9.0 という近代日本における最大級の激しいもの
であった．この地震によって生じた津波は，北海
道から本州，四国，九州の各地に来襲し，特に岩
手，宮城，福島の三県において甚大な人的被害を
発生させた．当然のことながら，これらの太平洋
岸地域では，産業全体が被害を受けたが，特に水
産業が壊滅的状況にあることはいうまでもない．
今回の震災の特徴は，地震によって発生した津波
による被害である． 

 日本の水産業は，日本人の食生活の変化，グロ
ーバル化による低価格競争及び中心的就労者の高
齢化や高コスト体質から，産業として厳しい状況
におかれ，そこに震災が追い打ちをかけることに
なった．本震災の本質は，津波来襲以前からこう
した問題を抱えながら営まれてきた漁業の拠点が
広範囲にわたって津波被害を受けた東北地方太平
洋岸を，いかに復興していくかということにある． 
 津波被害を受けた北海道，青森，岩手，宮城，
福島，茨城，千葉は全国の漁業生産量の半分を占
め，全国漁業就業者数は 1/3を占める．被災した
太平洋沿岸には，利用範囲が全国的で規模が大き

い水産業の振興上で特に重要な漁港「特定第 3種
漁港」の気仙沼，石巻，塩竃がある．これらの中
小都市には，漁港を中心に市場や水産加工施設が
集積することで，水産業がシステムとして食料供
給基地を担い，多様な雇用を生み出している． 

 震災復興調査（第一次）の目的は，特定第 3種
漁港であり，東北水産業の重要拠点である気仙沼
や石巻において，ワカメなどの養殖を含む漁業・
水産業の被害状況を調査すると共に，漁業の基盤
であり，復興の鍵となる漁船の供給や捕集にあた
る造船業の現状を調べること，さらに第 2次以降
の調査への情報の収集を目的に行われた． 

 なお，東北地方太平洋沖地震及びこれに伴う原
子力発電所事故（以後，原発事故）による災害に
ついては，2011年 4月 1日の閣議決定で「東日
本大震災」と呼称することとなったが，海洋アラ
イアンスの震災復興調査（第 1次から第 3次まで
実施）では原発事故は調査対象としていない．し
たがって，断りのない限り本稿では東日本大震災
の呼称は用いない． 

 

 

2．調査の行程と被害の概況 
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 調査は車 3台で移動し，以下のような行程で行
った．調査方法は，水産業，造船業関係者への聞
き取りである． 

 

4月 10日（日）晴れ 

【第二管区海上保安部】浦機構長と坂巻氏は塩竃
において震災の状況の説明を受け，港湾で実施さ
れた浚渫の情報などを収集した． 

【竹亭中山店】店主で東北地方のウナギ業界のネ
ットワーク（通称：うなネット東北）を主催して
いる阿部氏，日刊食料新聞の大村氏，ウナギ卸「う
な貴」の小松氏に集まっていただき，今回の地震
に関する情報を収集した． 

 

4月 11日（月）曇りのち雨 

【石巻工業港】 

 港内には堤防の近辺には打ち上げられた漁船や
沈没した船が見られた．港は波のあたる部分では
津波の力によるものと思われる崩落があり，とこ
ろによっては上面コンクリートは残っているもの
の，その下の土砂がえぐり取られ空洞化している
ような危険箇所もある．また，ひび割れはあるが
大きな断層を生じたようなところはみられず，全
体として基盤が沈んでいる． 

 石巻工業港の岸壁から海面貯木場に ROV を投
入．想定したよりも濁りはなかった．水深は 12.4 

mで，後に山西造船の人から，7-8 mが本来の水
深であるとのこと．港の内外は場所によって波に
えぐられたり，ヘドロが運ばれてきたりしていて，
測深して海底地形が変わってしまっているとのこ
とであった． 

 製紙工場で使用される木材やそのチップ，及び
古紙が港だけでなく街の至る所に漂着している． 

【石巻市役所】商店街の歩道は至る所が波打って

いる．市役所内は，仮埋葬など各種手続きを求め
る市民で混雑している．事務フロアは土足厳禁に
なっており，そこかしこに毛布などがおいてある
ことから，職場に寝泊まりしての復旧作業を行っ
ている様子である．水産課の及川氏から情報をも
らう． 

【中瀬付近】石ノ森漫画館近くに移動．ここで日
本財団のボランティアによる掃除支援の現場を視
察．担当者の話を聞く．ボランティアが街のヘド
ロをスコップで汲み出している．日本財団はトレ
ーなどを洗う大型の桶を用意し，河の水を揚水し
て洗い物ができるようにしている．そのため，一
般の市民も洗い物を持ち込んでいる．また，作業
道具や作業着の洗いに高圧放水を用いている． 

【石巻商工会議所】会頭浅野亨氏，専務理事高橋
武徳氏に話を聞く． 

【宮城県水産会館】東北地方太平洋沖地震大津波
被害対策本部が置かれている宮城県水産会館に事
務所を避難させている（株）山西造船を訪問．菅
野氏ほかに話を聞く． 

【石巻漁協】黒倉団長と浦機構長のみで会談，情
報交換をする． 

【石巻漁港】漁港全体は形があるものの，堤防の
上には数隻の船が乗っかった状態．地盤も場所に
よって沈下の具合が異なっている．製氷施設，低
温施設は残っているが，いずれも修理不能な状態
とみられる．岸壁では，腐敗の進んだ加工用輸入
サバなどの撤去作業が行われていた．保管されて
いた冷凍庫から運び出し，シャベルカーで集め，
船に積み込んでいた．これからは海洋に投棄に行
くものと思われる．港から一歩陸に入って並んで
いる水産関連業の建物は，津波の入り方や引き波
によるのか，一定の方向に傾き，壊れていた． 

 

 

写真 1．石巻工業港に向かう車窓から． 写真 2．堤防上に乗っかった漁船とコンテナ． 写真 3．港内に吹き寄せられた

漁船やガレキ．これはほんの一部． 写真 4．正常に見える路面も空洞化して陥没が目立つ．波打ち際が破壊され，空洞化

している部分もある． 写真 5．港内には東西に亀裂が入っている． 写真 6．その亀裂から砂が吹き出たような形跡が見

て取れる． 写真 7．破壊された護岸． 写真 8．水面貯木場で ROVカメラを入れた．写真 2-8は石巻工業港で撮影． 写

真 9．被災した国土交通省東北地方整備局塩釜港湾・空港整備事務所石巻港出張所．建物の壁には到達水面の痕跡らしい線

が見える．あたりには製紙工場から流れ着いたと思われる多量の古紙が散在． 写真 10．石巻漁港では水産物卸売市場の施

設は倒壊し，基盤が広範囲にわたり陥没．地面には重油が流れたとおぼしき跡が見える． 写真 11．石巻漁港で投棄する冷

凍サバに集まるカモメの群れ． 写真 12．漁港近くの街中に流れ着いた漁船を車窓から． 写真 13．旧北上川にかかる東

西内海橋を，川上から海方向に見たところ．中瀬にある丸い建物は被災した石ノ森萬画館（59-63連続）．
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4月 12日（火）はれ 

【気仙沼本吉町】気仙沼本吉町を通る．ここでは，
川沿いに上流まで津波が駆け上がったと思われ，
被災してガレキの原になっている．河口部のあた
りで堤防が一部陸側に崩壊し，JR気仙沼線も線路
の土手がさらわれている．強固な堤防を作っても，
河口部を塞いですべてを遮断することはできない
ことがわかる． 

【大谷海岸】谷部を中心に壊滅的．引き波でさら
われたのか，更地のようになっている．この地点
で標高は 13～15 mある．また，高度 25 mの地
点でも被災している． 

【気仙沼市内】10時に気仙沼市内に入る．高台の
津波を免れた家でもコンクリートの階段がなくな
り，外に降りられない家がある．被災していない
寺社は極端に高い位置にある． 

【木戸浦造船本社】木戸浦造船は 1階部分は津波
に直撃されたが，2 階の事務所が助かったため，
船の図面を守ることができた．昨年のチリ地震で
の津波は，造船所脇の道路まで上がってきた．今
回の場合，最初は引き波があって，その後ゆっく
り水面が上がり，その後で一気にきた等の説明を
受けた． 

【安波山公園展望台】公園の駐車場まで上がる．
魚市場荷さばき場は残っているが，地盤はがたが
たに沈んでいる． 

【気仙沼市災害対策本部】気仙沼市役所にある災
害対策本部にて，13時に菅原茂気仙沼市長を表敬
訪問した．市長から水産業および造船業について
話を聞く． 

【気仙沼魚市場】魚市場で ROV を投入した．水
の透明度は石巻に比べ格段によく，海底は見える． 
 

4月 13日（水）晴れ 

 調査終了． 

 

 

3．調査のまとめ 

1）船舶の供給に関して 

・船の修理速度は，種類によって異なる． 

・港湾管理の管轄の違いが，被災した船舶の片付
けの障害になっている． 

・船の撤去については，縦割り的行政区分が障害

となっている．地元の意見を聞きつつ行政が省
庁横断的にやってもらいたい． 

・港湾の海底地形が変化している．水産も海上物
流も造船を基盤としている．岸壁，電力といっ
たインフラの復興がまず必要である． 

・個人所有の船もある部分は政治主導で強制的に
処分，修理をするよう，法的措置で保障できれ
ば，民間が貢献することが出来る． 

2）水産業に関して 

・20トンクラスの小型 FRP船が不足している． 

・サンマ棒受け船など，船毎に仕様の異なる高額
船が多く失われている． 

・漁業の協業化はやむなしの感がある．この期に
資源の割当制などを行政一本化で進めることは
可能である（オリンピック方式の漁獲をやめる
ときである）．それを可能にする政治的リーダー
シップが必要である． 

・水産の構造改革が必要である． 

3）復興ビジョンに関して 

・全てを元に戻すことは困難であることは共通認
識になっている． 

・街作りも含め，水産加工業の再生では，政治的
リーダーシップが求められている． 

・加工システム等関連施設が充実している石巻・
気仙沼等の水産都市の特質を活かしてもらいた
い． 

 

 震災後一ヶ月ではあるが，街の中では，下水管
なども外れ，家屋の土台がむき出しになっていて，
便器が露出している．そのため，衛生面では状況
が悪く，晴れると細かい海砂だけでなく，乾燥し
て巻き上げられたふんじんが風に飛ばされ，免疫
力が低下している人は健康を害しやすい状況とい
える．ガレキが路傍によけられ，車の通行ができ
るだけでもかなり状況は改善されているが，一方
で衛生面には不安があり，冷凍冷蔵庫の停止によ
る水産物の腐敗も進み，現地入りしている人々は
体調管理が大切になっている． 

 

 漁業サイドに関して，関係者の意見は震災の前
後で微妙に変化している（例 これからは，漁業
に関して国の関与を強めるべきである．ITQ には
反対であったが，少なくともサンマ棒受網に関し
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ては，ITQ制度を導入しておけばよかった等）．こ
うした意見の今後変化および，復興状況を把握す
るために，先にインタビューした人を継続的に追
跡することが必要である．このことは，震災の厳

しい状況の中で情報をくれた方々への海洋アライ
アンスが責任もって対応していることを示すこと
が大切と思われる． 

 

写真 14-15．造船所に乗り上げた船の数々．対岸と写真 14の中心にある木戸浦造船所の構内． 写真 16．炎上漂流した船

は各所に係留されていた． 写真 17．街中には漂流した巨大船が漂着したままになっていた． 写真 18．大船渡線の線路

でせき止められているガレキ．手前では止まっているが，画面奥の越流した部分では，流れてきた車が多数レールの上にあ

り，レールも地盤をさらわれている． 写真 19．気仙沼魚市場も地盤が陥没している．天井から流れてきた漁網がぶら下が

る手前の屋舎が新築で，2 階が駐車場となっており，そこまで上がった人は助かったとのことである．奥側が古くから使わ

れていた施設のあったところにガレキが野積みにされており，屋舎はほとんど無くなっている． 写真 20．気仙沼魚市場の

時計．止まった時刻が津波襲来の時刻と思われる．天井まで漁網がクモの巣のようにかかっている． 写真 21．気仙沼魚市

場の裏手には，津波が突き抜けていった様子がわかる． 写真 22．安波山公園の駐車場から見ると，湾口にあった石油タン

ク群が崩壊し，一部が街中に漂着している様子がわかる． 写真 23．同じく，安波山公園の駐車場から見た気仙沼市の繁華

街．右手が旧市街で左奥の方に新興地帯が広がっている．津波被害は新興地帯に集中しており，やや高台になる旧市街は津

波被害が軽微なところも多いが，直接的な地震被害を被っている． 
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別紙 

4．聞き取り調査の詳細内容 

竹亭中山店 

（阿部氏） 

・仙台市内の様子として，上水道が基盤インフ
ラとして先行して復旧したが，対応した下水
道が追いつかなかったため，上水利用が制限
されていること，大きな余震で停電してイン
フラが安定的に利用できないこと，市内より
住宅の密集する近郊の方がインフラが安定し
ている．竹亭も仙台市内の本店は皿が割れる
などの被害に加え，インフラが安定しないた
め営業できないことから，ここ中山北の店で
営業している． 

（大村氏，小松氏） 

・貞観地震の知識が生きていた荒浜は，壊滅的
被害を免れていた． 

・仙台のシラスウナギ漁について，この 2年は
不漁であった．千葉県以南は漁獲されていた．
しかし，特に昨年，千葉県以北で原因不明の
不漁が続いていた．日本全体としてもシラス
ウナギは不足しており，蒲焼き用のウナギが
四季を通じて 2500円/kgより下がらなくな
っていた．そのため東京のように値段が高く
ても売れる状況にない仙台では，うなぎ屋の
廃業が増えている．仙台の消費者は生魚志向
が強く，蒲焼きや天ぷらをあまり食べない．
そこにきて量販店が安価なウナギを売ってい
るので店舗での経営が厳しく，そこに今回の
震災が追い打ちをかける形になっている． 

・水産業全体として，漁業者は今回の震災を受
けて，会社システムでの漁業を協働で行うこ
とには肯定的である． 

石巻商工会議所（浅野氏） 

・石巻は近海，養殖，加工の水産分野で年間
1000 億円の売り上げがあり，これに沿岸漁
業を入れると 1500億円になる．水産に製紙
業を入れると，3700 億円で，これらが街の
大きな収入源となっている． 

・沿岸漁業と養殖業の被害状況は調査中である
が，20トンクラスの FRP船を作る造船所が
軒並み被災している．船をそろえれば，養殖
イカダを作るところまではいけるが，サンマ
棒受け船は1隻2億円かかるので難しいであ

ろう． 

・FRPの漁船を作れるところは，志津川に2軒，
相馬に 1軒，銚子に 1軒，気仙沼に 1軒と少
なくなっている．FRP船は寿命が長いためで
ある．石巻では作っていない．巻き網の運搬
船もやられている． 

・港は地盤沈下しているが，一部では水と氷を
用意して再開する動きもある．しかし，加工
業は 90％が被災している．また，魚市場では
地盤が 1 m位沈下している上，後背地の加工
業地域の完全復興はおそらく無理である．協
業合併が進むであろう． 

・復興に関しても総論では一致している．女川
港のサンマ棒受けと石巻の漁港を，両方元に
戻すのは困難である．ここで大切なのは政府
のメッセージ．30年無利子で貸し付けるから
加工業をやるかといわれれば考えることがで
きる．早い時期でメッセージを出してもらい
たい．それがあれば協業化することになって
もやれるであろう． 

・地元から復興イメージを作って出すのも大切
である．耐震の港は必要である． 

・塩竃はマグロ，女川はサンマ，気仙沼はカツ
オ，八戸はイカと，それぞれ棲み分けており，
特化している．女川港のサンマは石巻の業者
が結構買い付けている．流通に対応できない
と市場も生き残れない． 

・水産業もこれを機に，漁獲量のオリンピック
方式をやめないといけない．割当制にするよ
うに，水産行政は省庁を一本化して取り組ん
でもらいたい．現場の意識の方も変わってき
ているから，この機に強権的にやることは可
能である．今は政治力が必要である． 

（株）山西造船（菅野氏ほか） 

・津波の時，会社は防波堤の際にあるが，波は
建物で 3.5 mくらいの高さのところ，海面か
ら合わせると 5 mくらいの高さまで達した．
建物の2階やクレーンのセンターステージま
で上ったことで，陸の上の人は助かった．船
上の作業員はなすすべもなく船と共に漂流し
ていたので助かっている． 

・三陸沿岸で 6000 隻ある漁船のうち，5000
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隻は被害に遭っている．これらをもう一度造
船するにしても，造船の早さは船の種類によ
って違う． 

・船を修理するにしても設備が流されてしまっ
ている．クレーンは生きているが，ドックの
ゲートが壊れていて，中の水を出さないと稼
働しない．造船所を作るには 100億円以上か
かる．地震そのものでの被害はたいしたこと
がなかったが，津波が被害を大きくしている． 
・港内は津波で海底地形が変わった．海底の土
砂が陸に持って行かれて深くなっているとこ
ろがある一方で，ヘドロがたまり浅くなって
いるところは浚渫をしないと航行できない．
しかし，現在では，遺体の捜索が終わってい
ないので，作業ができない． 

・航路の確保が大切になっている．船が港に入
れるようにすれば，物資を入れることができ，
様々な資材の搬入の速度が増す． 

・港内の沈船を浮上修理させて漁期に間に合わ
せてほしいという要望もあるが，今のところ
手立てがない． 

・陸に打ち上がった船の撤去について，大きい
ものでは解体が必要である．しかし，それぞ
れの船には持ち主がいる．所有者の中には使
えるものは使いたいという人もいる．とにか
く数が多く，また，それぞれの船によって事
例が様々なので手のつけようがない． 

・防波堤の上に乗った船で大きなものの撤去に
ついては，防波堤を壊さないと難しい．撤去
に関しては，防波堤を作ったのは国だが，港
の管理は県となり，管轄の違いが（役割が違
うので）片付けの障害になっている． 

・これまで貨物船主体で外国と商売をしてきた
が，漁船修繕もやってきているので，地元で
修理要求が増えれば，復興に貢献できそうで
ある．公的理由付けをして陸に上がった船を
運ぶような行政的な役割とルールがあれば，
自分たちにノウハウはある．個人の所有物で
あるけれども，法的に措置できるのであれば
直せる． 

・関連企業の状況は解らないが，人は残ってい
る．下請けで 10 名程度の人を失ったが，と
にかく残った人がいるので何とかなる．岩手
には大きい造船所はないので，とにかく修繕

すること，クレーン 1基でも動ければ，何と
か少しずつでも作業できる． 

・水産流通の再建は社会でよく取り上げられて
いるが，船がなければ水産物の漁獲はできな
い．もう少し造船に目を向けてもらいたい．
ただ，今は多くの人が亡くなっているので，
あまり声を上げることもできない． 

・船の新造保険は天災は適用外になっているの
はつらいところである．堤防の上に乗ってい
る船もあと5日で契約者に手渡すところだっ
た． 

・協業が必要になる．造船は設備を共有しない
と続けられないだろう．岸壁，電力といった
インフラが整わないうちは，造船も復旧しな
い． 

木戸浦造船（株）（木戸浦氏） 

・気仙沼ではサンマ棒受けの船がかなり被害を
受けている． 

・造船所内に乗り上げた船や機材を吊り上げる
クレーン船を入れるには水深が足りない．そ
こで浚渫が必要になるが，行政上，民間で浚
渫をした場合には元の状態に戻すのが条件に
なっている．PI保険の中でできるかといえば，
若干足が出るであろう．深浅測量は始まって
いるらしいが，撤去に支払う経費がグレーゾ
ーンでどうしてよいのかよく解らない．その
ため，国・県・地元のチームが必要である．
縦割りを崩して，県主導でやることで，湾毎
に異なる事情をクリアできる．（注：PI, 

Protection and Indemnity, 船舶の運航に
関し発生する荷主およびそれ以外の第三者に
対する賠償責任保険） 

・気仙沼湾内で打ち上げられている大型船は 43

隻ある．撤去の優先順位は，撤去しやすいも
の，市内に近いものが優先されるであろう． 

菅原気仙沼市長 

・魚市場は沈降した地盤を板台方式で補修して，
本年 6月に仮開業する．このときには九州や
四国の漁船が漁獲物を下ろせるようにする．
魚市場は今の場所で復旧させ，現在ある衛生
面での整備と低温売り場の整備という二つの
大きな課題をクリアしたい． 

・水産加工業は今の場所で再建を支援するが，
これは一時的で，再建して産業活動をしてい
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る間に高付加価値のある工場を高台に建設す
る．最終的には水産加工地域は高台に動かす
ことになる．仮の段階から投資して，順に移
動させていく．運転資金は保険でまかなって
もらう．漁業関係者は住民と共に高台に移っ
てもらい，港へは軽トラで通ってもらうこと
になる． 

・元々の漁業者が抱えている状況として，船が
古く，借金がある上に高齢化している．船の
外装品を保管していた倉庫も流されている．
どれだけの漁業者が船を作って再開したいの
か，数の問題がある．水産業がよかった時期
には，船員漁業者は船員保険をきちんと支払
えていたので，現在のOBはサラリーマンよ
りよい年金をもらっている．この人たちは金
銭的に余裕があるのでボランティア活動など
ができる．現在の船員漁業者は，例えばサン
マ船に 4 ヶ月乗っている間は厚生年金だが，
残りの時期は沿岸でバイトをしていて，この
間は国民年金を払っている．街を新しくして
も水産業界の持っている問題は何も解決され
ていない． 

・漁業に関していえば，巻き網を操業する勢力
が強まるであろう．北海道の小さい船主が声
を上げており，気仙沼としてはつらい状態に
なりつつある．これまではマグロ延縄を大事
にしすぎた．巻き網を始めるなら，牡鹿半島
の漁業者に頼みに行かないといけない．船員
ならそれはできるが，幹部クラスにはそれは
無理である． 

・水産の構造改革が必要だが，漁業者の中で理

解している人は少なく，何をしてよいか解ら
ない．水産の収益が高かった時期には，気持
ち的にも余裕があった．このままやっていて
も，気仙沼の漁港は水深が浅いので魚は揚が
らなくなる．海外巻き網船の 3，4級の 700

トンまでは大丈夫だが，だいたい 500トンク
ラスまでしか入らない． 

・養殖に関しては，機運としては協業化に動い
ている．気仙沼湾の特徴として，給餌養殖を
していないということがある．市長個人とし
て，ワカメにしても牡蠣にしても結果として
は水中にあるエサや養分で増殖しているので，
気仙沼のは養殖ではなく天然であると考えて
いる．これからも天然で売ることを続けてい
きたい． 

・サメに関していえば，気仙沼であげると高く
売れるので上がってくる．背景に加工システ
ムができている．歴史的に気仙沼はメカジキ
やサメを選択してきた．サメは再開にはかな
り時間がかかるであろう．しかし，フカヒレ
産業は体力があるので再開まで待つ余裕があ
る．実際は現金産業なので，気仙沼市として
実態をつかめていない，つまり納税実態が不
明である． 

・あまり知られていないが，気仙沼としてはこ
れからカツオを押していきたい．東北地方で
造船はじめ港システムがそろっている数少な
い港が気仙沼である．漁船へ数千トンの造船
を生かしてもらいたい．水深が浅いので，協
業するにしても数万トンクラスは難しい． 

 

 


